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小牧市小牧市自然環境観察人自然環境観察人とは？とは？

▲兒の森定期観察会の様子

①兒の森定期観察会
市東部に広がる自然豊かな「兒
の森」で、定期的に自然観察会
を開催しています。
観察会を通じ、自然環境保全
に関する意識の向上や知識の普
及啓発を行うほか、市に観察結
果の報告もしています。

「兒の森定期観察会」は、誰でも気軽に参加できます！

▶と　き　毎月第１土曜日
　　　　　午前 9時 15分～午後 1時 30分頃
▶ところ　兒の森（集合：兒の森駐車場）
▶持ち物　飲み物、昼食（弁当等）、図鑑等（持っている方）
▶服　装　長袖、長ズボン、帽子
　　　　　（動きやすく、汚れてもよい服装）
※途中でお昼休憩をとります。昼食をお持ちいただくと、
　より楽しめます。
※雨天決行、市内に警報が発令された場合は中止します。
※詳細は市ホームページに公開しています。
※不明な点は、環境対策課へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　市ホームページ▶
　　　▲兒の森位置図

▲森の動植物を詳しく観察！ ▲座学の時間もあります。

自然環境観察人は、「自然環境観察人は、「小牧市自然環境観察人制度小牧市自然環境観察人制度」」に基づに基づいていて市の登市の登
録を受け録を受け、、自然環境に関心を持自然環境に関心を持ってって活動活動しています。しています。
この制度は、市内の自然環境を保全・調査することを目的としたもこの制度は、市内の自然環境を保全・調査することを目的としたも
ので、主に自然環境の観察や保全啓発の活動を行っており、ので、主に自然環境の観察や保全啓発の活動を行っており、4月 1日4月 1日
現在現在で 15人で 15人（（男性 9人男性 9人、、女性 6人女性 6人）が登録されています。）が登録されています。
今回は、自然環境観察人の取り組む主な活動を紹介します。今回は、自然環境観察人の取り組む主な活動を紹介します。
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観察人にインタビューしてみました !!観察人にインタビューしてみました !!

◆観察人になったきっかけ
退職した先輩から「365日が休日。在職中に同好会参加やボ

ランティア活動を始めた方がいい」と勧められていた折、市の
広報で観察人の募集が目に留まり、活動に参加しました。

▲鈴木 秀夫さん
　観察人歴：12年 ◆観察人に登録しようか迷っている人へ一言

兒の森定期観察会にまず一度参加してみて、みんなと一緒に
楽しく活動できるか体験することをお勧めします。兒の森駐車
場から濃尾平野が一望できる青空小屋まで自然観察します。観
察後の青空小屋での昼食や、眺望しながらの語らいは非常に楽
しいですよ。

◆やりがい
水生生物調査や自然環境学習講座で、子どもたちと一緒に童

心に帰り楽しく活動させていただいているのに、“教えてくれて
ありがとう”“来年もまた来てね”の言葉や、お礼の手紙を頂い
たりして、逆に私たちの方が元気をもらっています。感謝と嬉
しさがやりがいです。

◆観察人になったきっかけ
　兒の森の定期観察会があり、そこで観察人の存在を知りまし
た。観察会では植物に詳しい観察人の方々が、四季折々の里山
を歩きながら色々教えてくれます。自然とのふれ合いの中、そ
の時々の変化を感じることで景色が違って見え、観察会がとて
も楽しい時間となりました。
　参加する中で、一歩踏み出し活動する側で関わってみようと
思いました。

▲小川 和枝さん
　観察人歴：5カ月

◆観察人に登録しようか迷っている人へ一言
　私自身、観察人に登録して間もない者の一人で、なんとか観
察人の方々について行こうと思っているところです。
　気さくなメンバーがいろいろ教えてくれる楽しい団体ですの
で、まずは観察会から始めて、お仲間になりませんか。

観察人を募集しています !!
　市では、市内の自然環境に関する調査や観察、環境保全啓発、環境教育等の
活動に参加していただける方を、観察人として随時募集しています。
　活動への参加はご自身の都合に合わせていただけますので、興味のある方は、
環境対策課までお気軽にご連絡ください。

【連絡先】環境対策課（☎ 76‐1145　 kankyou@city.komaki.lg.jp）
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5 ～ 7月頃に黄色い花を咲かせるキク科
の多年草。繁殖力が強く在来種を駆逐して
しまうため、生態系への脅威となっていま
す。全国的に分布しており、市内でも河川
堤防や側道など、各所に繁茂しています。
なお、特定外来生物に指定されているた
め、栽培・運搬等は禁止されています。

②水生生物調査
大山川などで、市内の小学校の子どもたちと共に

カワニナやアメリカザリガニ等を採取、調査してい
ます。ボランティアスタッフとして参加し、多くの
子どもたちに身近な自然環境への関心を深めてもら
えるよう、市が推進する環境教育に協力しています。

③児童クラブ自然環境学習講座
夏休みや冬休みの児童クラブで、子どもたちと共
に校庭や公園の昆虫や植物を採取したり、葉っぱを
使った遊びをしたりしています。
この活動を通して、多くの子どもたちに身近な自

然に触れ合う楽しさを知ってもらえるよう取り組ん
でいます。

⑤巨木の調査
観察人の事業の一つとして、市内に生える巨木（太
い樹木）の調査を行います。
市内に生える巨木の情報がありましたら、その所
在を環境対策課まで情報提
供してください。提供され
た情報をもとに観察人が現
地調査を行います。
【募集する樹木】
　幹周りが 3m以上あるも
の（地上から約 1.3m地点）
※おおよそでOKです。

④環境フェア
毎年 11 月に市民会館で行われている環境フェア
に、観察人ブースを出展しています。
ブースでは市内で採取した水生生物の生体や、兒
の森に生える樹木の標本、どんぐりの標本等を展示
しています。また、外来種関係のパネル掲示、解説
を通して、自然環境に関する意識啓発や観察人の活
動紹介などを行っています。

⑥外来植物駆除活動
令和元年度、初めての試みとして、事業者（日本
特殊陶業、リンナイ）、市との三者協働により特定外
来生物「オオキンケイギク」の駆除活動を行いました。
この活動では、約１時間で 60kg を駆除しました。

オオキンケイギクオオキンケイギクとは？とは？
巨木の情報を募集中 !!
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